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鼎

(

六九

s

^ p
年

代

^

明

の

- 

.

•

財

政

学

の

転

換

過

程

に

於

け

る

若

干

の

疑

問

.

——

現
代
財
政
学
の
前
提
段
階
の
回
顧
^

-

.

一
、

は

し

が

き

.
近
代
財
政
学
の
主
流
を
な
し
た
も
の
は
、：
ヮ
グ
ナ
ア
を
中
心
と
す
る
ド
イ
ツ 

の
財
政
学
で
あ
っ
た
。

一
九
二
〇
年
代
初
期
に
、
そ
の
正
統
派
財
政
学
の
到
達 

点
を
示
し
、
そ
の
典
型
的
形
態
，を
示
し
た
も
の
は
.エ
ー
ベ

.ル
ヒE

h
e
b
e
r
g

の 

財
政
学(

第
十
八
，
'J
L
版
、
,
一
九1

三
年)

で
あ
.る
。
し
か
る
に
、

一
九
一1
0 

年
代
の
ョ
ー
ロ
ッ
。ハ
資
本
主
義
諸
国
に
於
け
る
財
政
の
量
的
お
ょ
び
質
的

.な
社
. 

i

i

m
要
性
の
^K

と
'い
ぅ
現
実
の
.泰
実
を
反
映
し
て
、
資
本
主
義
経
済 

の
拡
大
発
展
期(

殊
に
ヮ
グ
ナ
T
以
後
は
帝
国
主
義
段
階

)

に
^
矹
さ
れ
た
®;
- 

成
財
政
学
が
提
示
す
る
理
論
の
現
実
的
妥
当
性
と
実
践
的
指
導
性
に
つ
い
て
め 

第
に
疑
問
を
生
ぜ
し
め
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
S
著
、
，近
代
国
家
財
政
の
理 

論
、
九
八—

一
.一
四
頁
.、
.財
政
学
十
五
講
前
縞
八
四
丨
九
四
頁
、
：

 

一3

ハ
五—

一
4 

• 七
：.r

 
頁
参
照)

0
. 

. 

■ 

.

.

.

.

昭
和
年
代
始
期
の
財
政
学
の
転
換
過
程
に
於
け
る
砦
干
の
疑
問

高

.

：

木

寿

：

：
I

近
代
財
政
学
の
こ
の
段
階.
.

c
1

.九
ニ
0
年
代
i

ニ
0
年
代〕

、
に
於
て
、G；

本 

'の
財
政
学
界
に
於
て
は
、
既
成
財
政
学
の
基
本
的
な
諸
観
念
に

‘つ
い
て
、
い
か 

.な
る
形
態
で
疑
問
が
提
出
さ
れ
ま
た
は
批
判
が
加
え
ら
れ
た
か
。

「

大
正
年
代 

.末
期
か
ら
昭
^

-
代
の
始
期
に
於
け
る
日
本
の
財
政
学
の
転
換
の
過
§

を
検 

討
す
る
こ
と
は
、
現
代
の
日
本
の
脉
政
学
の
前
提
段
階
を
示
す
こ
と
に
も
な
る 

と
思
ぅ
。
そ
の
意
味
で
、
こ
の
段
階
に
於
け
る
日
本
.の
：財
政
学
の
転
換
過
程
を 

回
顧
す
る
論
文
を
、
，慶
応
義
塾
創
立
百
年
紀
念
論
文
集

(

経
済
学
部)

T
員
に 

載
せ
■る
。：
■一
 

九
二
0
年
代
前
期(

大
芷
年
代
末
期)

は
、
私
が
財
政
学
を
専
攻
し 

始
め
た
ば
か
.り
の
時
期
で
あ.：？
て
、
極
く
素
朴
な
気
持
で
、
與
進
諸
学
者
の
優 

れ
た
諸
著
作
に
ょ
っ
て
教
え
ら.れ
啓
発
さ
れ
て
行
っ
た
時
期
で
あ.っ
た
。
し
か 

し
ま
た
、
啓
発
さ'机
教
え
ら
：れ
る.に
，つ
れ
て'疑
問
を
持
つ
こ1と
も
多
く
な
っ 

た

。
：
そ

の

疑

問

は

瓶

め

：
て

簡

単

.
'霖
な
疑
問
ヒ
出
発
す
る
。
し
か
し
、
殊
に

:本
認
の
若
い
読
者&

蒙

が

、
：龜
の
諸
学
者
の
解
釈
に
対
し
て
^

^

が
疑

.

.

.

. 

.

.

.

.

.

.

.

.

•

.一
ハ
六
七1

)



問
を
持
つ
こ
と
は
、
た
と
え
そ
れ
が
極
く
簡
単
•
素
朴
な
も
の
で
あ
る
か
ら
と 

去
っ
で
、
決
し
て̂

す
る
に
は
及
ば
な
い
？
む
し
ろ
そ
の
疑
問
を
育
て
る
べ
き 

で
あ
る
。
始
め
に
疑
問
を
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
新
し
い

i
d
e
a

ま
た
は
茳
59
.011 

.が
生
れ
る
こ
と
に
も
な
る
。
既
成
の
学
説
に
対
す
る
批
判
も
創
造
的
拙
判
も
生 

れ
.る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
学
問
が
前
進
す
る
の
で
あ
る
。
私
が
大
正
年
代
末
か
ら 

昭
^
;牛
代
始
期
に
於
て
、
爽
進
諸
学
者
の
諸
著
作
に
よ
っ
て
教
え
ら
れ
な

/ /
V 

ら
、
持
た
ざ
る
を
得
な.か
っ
た
疑
問
-

—

く
簡
単
.
素
朴
な
疑
問
を
こ
こ
に 

提
示
す
る
。

大
；止
年
代
未
期

——

昭
和
年
代
始
期
に
日
本
の
財
政
学
書
も
多
い
が
、
正
統
. 

派
財
政
学
の
代
表
的
な
も
の
は
、
堀
江
帰.一
博
士
の「

財
政
学」

-
—
小
川
郷
. 

太
郎
.博
士
の
.

「

財
政
学
1-(

第
十
一
阪
昭
和
ニ
年

)

、「
租
税
論」

(

r
ュ
ハ
販
昭
和 

ニ年
；}——

小
川
博
士
、
汐
見
博
士
共
一
者

r

眈
政
学」

(

昭
和
七
年)——

神
戸 

If
:
:雄
博
士
の
.「

財
政
学
要
論」

(

第
七
阪
大
正
十
五
年

)

、「

財
政
学
大
系」

(

昭 

和
四
年)

で
あ
っ
た
。

大
正
年
代
末
か
ら
昭
和
年
代
始
期'

(

昭
和
十
年
ま
で)

に
既
成
財
政
学
の
解
釈 

に
疑
問
と
批
判
を
提
示
し
た
代
表
的
な
財
政
学
書
は
、
土
方
成
美
教
授
の

「

財 

政
学
の
基
礎
槪
念」

ハ

查
±

ー¥
、
改
訂
版
大
芘
十
三‘年)

„

_

阿
部
賢
一
教 

授

の「

財
政
学」

(

大
正
十
三
年
、
改
訂
版
昭
和
四
年

)

、「

租
税
の
理
念
と
そ
の 

分
配
原
理」

.

(

大
芷
'十
五
年)

、「

財
政
学
原
理」

(

昭
和
五
年 >-—

大
内
兵
衛 

教
授
の「

財
政
学
大
綱」

(

上
卷
昭
和
五
年
、
中
巻
昭
和
六
年

)——

井
藤
半
弥. 

教
授
の「

財
政
学
原
理
1_
S

S
ハ
年)

、「

租
税
原
則
学
説
の
構
造
と
生
成

」
(

昭 

和
十
年〕——

大
畑
文
七
教
授
の「

社
会
的
財
政
学」

(

昭
和
五
年)

、「

租
税
国

_ 

ニ 

(

六
七
ニ)

家
論
1_
_
.

(

.昭
和
九
年
>
と

「

跋
政
学
序
■

(

昭
和
十
四
年)

な
ど
で
あ
っ
た
。

昭
和
十
.一
年(

一

九
三
六
年〕

以
罾
^

I
ー
九
--
ー
〇
年
代
後
期
に
.於
け
る
日 

本
の
財
政
学
研
究
者
は
、.い
ず
れ
も
前
記
の
正
統
派
財
政
学
の
諸
著
作
と
、
土
、 

方

*
阿
部
.，大
内
•
井
藤
.'
.大
畑
諸
博
士
の
著
作
に
よ
っ
て
学
ぶ
所
が
多
か
? 

た
の
で
あ
る
。
ヶ
ィ
ン
ズ
理
論
が
日
本
の
財
政
学
に
渗
透
し
た
の
は
、
主
と
し 

て
一
‘九
四
五
年(

昭
和
ニ
十
年)

以
後
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、

一
九
二 

五
！>

一
 

九
三
五
年
の
時
期
は
、
現
代
の
日
冰
の
財
政
学
に
と
っ
て
前
提
段
階
を 

な
し
て
い
る
。
私
は
.そ
の
段
階
に
於
て
先
進
諸
学
者
の
著
作
を
読
ん
だ
当
時
を 

回
顧
し
て
、
若
千
の
疑
問
を
提
出
す
る
。

一
一
、
財
政
と
国
民
綏
济
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
疑
問

土
方
教
授
は「

財
政
の
本
質
を
捉
へ
ん
と
せ
ば
、
そ
の
作
用

F
i
m
k
t
i
o
n

 

を
観
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

」

と

い

う(

財
政
学
の
基
礎
概
念
、

一
ー/\ 

頁)

。
ま

た「

今
日
の
営
利
経i

織
の
み
を
以
て
.外
界
財
の
移
動
が
遺
憾
な
く 

行
わ
れ
る
と
考
え
る.こ
と
は
出
来
.な
い
。
此
処
に
於
い
て
、
営
利
経
済
組
織
以 

外
の
組
織
た
る
強
制
的
な
る
購
賈
カ

(

貨
幣
価
値)

の
移
転
に
関
す
る
紙
織
を 

必
要
と
す
る
に
到
る
。
，財
政
は
実
に
購
買
力
の
強
制
的
配
，分
に
よ

る

個
人
活
動 

の
調
節
を
以
て
そ
の
本
質
と
し
作
用
と
称
す
る
こ
と
を
得
る

」

と
い
う(

.一
ニ 

一
頁)
。
こ
の
購
買
力(

貨
幣
価
値)

の
強
制(

統
制)

配
分
と
い
う
こ
と
が
、 

土
方
教
授
の
財
政
学
の
墓
本
概
念
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
土
力
教
授
は

「

は
政 

組
織
は
、
営
利
経
済
と
相
並
ん
で
独
立
な
る
地
位
を
有
す
る
財
貨
の
围
分
組
織 

で
あ
る」

と
い
う(
一
四
四
頁)

。

既
成
財
政
学
の
通
説
とな
っ
て
い

た「

財

政
は
国
家
公
共
体
の
経
済
で
あ
り
、
国
家
家
計

(

公
共
家
許
> 
で
あ
る」

と
い 

う
解
釈
に
対
し
て
、
こ
の
七
方
教
授
の
解
釈
は
財
政
学
か
研
究
に
出
発
し
た
ば

. 

か
り
の
私
は
考
え
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
私
は
土
方
教
授
が
財
政
の 

作

用FU;aktio:a 

:と
云
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
社
会
経
済
現
象
で
あ
る
財
政 

の「

社
会
経
済
的
機
能」

と
い
う
方
が
適
切
で
あ
ろ
う
と
考.え
た
。
.そ
し
て
財 

政
の
社
会
経
^
的
機
能
と
そ
の
歴
史
的
性
格

(

そ
の
発
展〕

と
い
う
課
題
が
長
く 

私
の
財
政
学
研
究
の
一
つ
の
課
題
と
な
っ
た
。
そ
の
.端
緒
は
土
方
教
授
の

「

財 

政
学
の
基
礎
概
念」

を
読
ん
だ
時
に
始
ま
る
こ
と
を
回
顧
す
る
。
但
し
財
政
り 

本
質
が
そ
め
作
用
或
い
は
機
能
か
ら
求
め
ら
れ
る
か
と
い
う
.こ
と
.に
は
疑
問
を 

持
っ
て
い
る
。

土
方
教
授
ば
、
こ
の
購
買
力

(

貨
幣
価
値)

の
.強
制
的
配
分
を
管
理
す
る
機
関 

は
政
府(

中
央
ま
た
は
地
方

)

で
あ
る
と
い
う
。
い
ま
購
貿
力
の
配
分
を
こ
の 

機
関
と
し
て
観
察
す
る
時
は
、
購
買
力
は
こ
の
機
関
の
収
入
と
し
て
流
入
し
、
 

支
出
と
し
て
こ
の
機
関
よ
り
外
部
に
向
っ
て
流
出
す
る
。
支
出
を
営
利
経
清 

支
出
と
非
営
利
経
済
的
支
出
に
大
別
し
、
次
い
で
舰
入
を
営
利
経
済
的
収
入
と 

非
営
利
経
^
^
収
入
に
大
別
す
る

(

一
五
四
丨
六
ニ
頁

)

。
こ
の
こ
と
は
財
政 

活
動
が11

つ
の
経
済
的
過
程
丨
営
利
経
過
程
と
非
営
利
的
経
済
過
程
に
於 

て
行
な
わ
れ
る
こ
と
を
示
し
で
い
る
。
財
政
活
動
の
主
体
で
あ
る
政
府

U
土
方 

教
授
の
謂
う
購
貿
力
の
強
制

(

統
制)

配
分
：を
行
な
う
管
理
機
関
で.あ
る
.政
府 

は
->
,こ
の
ニ
つ
の
^

^

程̂
に
於
て
、
?±
^
の
_
矹
員
た
る
国
玛
S

経
済 

'

取
位)

■と
.の
経
済
的
結
合
関
係
を
持
ち
、
こ
の

一

一
つ
：の
菡
證
過
程
を
逋
じ
て

. 

財
政
の
機
能Fu

a
k
t
i
o
n

を

実

現

し

よ

う

と

し

..て

い

る

こ
と
を
意
味
す
るC
.

昭
和
年
代
始
期
の
財
政
学
の
転
换
過
程
に
於
け
る
若
干
の
疑
間

と
に
な
る
。
財
政
の
社
会
経f

機
能
は
、
交
換
経
済
と
し
て
の
国
民
経
済
!
：
 

の
過
程
の
み
を
通
じ
セ
実
現
す
る
の
で
は
な
い
。
財
政
は
国
民
経
済
即
の

一
単 

位
で
あ
る
と
い
う
解
釈
が/1
々
見
ら
れ
る
こ
とに
.対
す
る
疑
問
が
誘
発
さ
れ
る 

端
緒
と
な
?
だ
。
ぐ

-
.

し
か
る
に
、.昭
和
十
年
£
刊
行
さ
れ
た
土
方
博
士
の

「

財
政
学
原
理」

-
に
於 

て

は
R
m由
主
義
を
原
則
と
す
る
国
民
経
済
内
部
に
於
：て
、
•国
家
権
力
が
慶 

に
行
う
経
済
、
即
ち
計
画
経
済
を
財
政
と
一

K

う
の
で
あ
る
。
..か
く
し
て
財
政
は 

.国
民
経
属
に
於
け
る
部
分
的
計
画
経
済
で
あ
る

…

.：」

と
い
っ
て
い
る
。
土
方 

教
授
が
財
政
は
国
馬
経
済
！
：部
に
於
け
る
計
画
経
済
で
あ
る
と
解
釈
し
て
い
る 

こ
と
に
私
は
遨
だ
し
く
先
望
せ
ざ
み
を
得
な
か
っ
た
こ
と
を
回
顧
す
る
。

，
阿

部

教

授

の

防

政

の

本

質

^

関
す
る
観
念
は
、
大
正
年
代
末
か
ら
昭^r

代 

始

期

に

著

し

く

進

展

，
し

て

い

る

。

「

財

政

学

」
(

大
正
十
三
年
版)

で
は
、
財
政 

は
国
家
そ
の
他
の
公
共
団
体
が
国
民
経
^g

織
中
に
あ
っ
.てj

つ
の
経
済
単
位 

と
し
て
営
む
貨
幣
収
支
の
経
済
の
謂
で
あ
る
と
云
っ
て
い
る
が

(

一ー

ニ
頁)

、 

財
政
学
改
訂
版(

昭
和
四
年〕

で
は
、
財
政
と
は
権
力
団
体
に
よ
っ
て
統
制
さ 

れ
る
経
済
秩
序(

意
思
他
経
済
統
制
の
秩
序> 
で

あ

る

：と

い

う

(

一

ー

ニ

頁

)

。

.
ま

た「

財
政
学
原
理
1-(

昭
和
五
.年)

で
は
、

わ
れ
等
の
営
む
経
済
生
活
体 

を
そ
の
様
式
：の
点
か.ら一1

大
別
す
る
。
，冲
む
機
関
に
よ
っ
て
意
識
的
に
統
制
さ 

れ
る
生
活
体
と
、
中
、

5

機
関
なV

各
人
の
分
_

換
の
内
に
自
か
ら
を
*

思
識 

的
に
保
た
れ
る
渎
序
的
統
制
的
な
生
泥
体.

る
。
わ
れ
等
が
営
む
社
会
経
済 

生
活
の
，

一

面
に
.
a
経
済
領
域
の
：.ほ
.か
に
ド
権
力
に
よ
り
権
力
を
も
っ
て
意
識 

的
：に
統
制
さ
れ
る
输
殊
な
区
域

(

領
域)

が
：あ
る
。
こ
れ
が
謂.う
と
こ
ろ
の
財

、 

三
' C

六
七
三)



_
で
あ
る
。
：
財
政
は
：政

沿

団

体

(

国
家)

の
経
済
で
：あ
る
。
財
政
は

V
I
®

社

会
. 

の
上
曆
的
現
象
で
あ
り
、
ゼ
0'
.土
合
を
な
す%:
の
は
社
会
経
済
で
：あ
る
。
財
政 

.
は
政
治
1
&
を̂
通
1:
ズ
枉
な
}
支
配
^

^
の
経
済
統
制
で
あ
る.

(

财
政
祭
原X 

'

理
、
七—

一
一
頁
、
.四
七
頁
、四
八
頁
参
照
 >。

何
部
教
徽0.
こ
0
解
釈
を
読
ん 

で
、
私
の
心
の
内
に
潜
ん
で
い
た
疑

I

次
第
吃
凝
結
し

V

行
っ
：だ
：こ
と
を
記 

徵
す
る
。
社
会
経
済
生
活
に
阿
亂
教
授
の
謂
う
ニ
つ

0
経
済
秩
策——

財
政
の
ノ 

と
、
.
各
人
が
交
換
に
よ
-っ
て
結
び
.つ
い
て
い
石
私
経
^

換
経 

が

あ

る
.0
し
か
る
に
阿
部
教
授
は
.「

財
敗
は
国®
経
済
内
.の一.単
位
. 

と
し
て
.の
国
家
の
：経
済
で
あ
る
。
そ
の
特
質
は
主
体
が
権
力
団
体
で
あ

.る
こ
：と
、

:従
っ
：て
強
制
的
経
済
と
し
て
純
然
た

.る
交
換
に
基
く
賺
済
と
対
'立
す
る
点
に.
 

存
す
る」

と
い
う(

セ
ー
頁
参S

。
-私
は
^
部
教
授
の
こ
の
章
何
の
示
し
て 

い
る
と
こ
ろ
に
疑
問
を
持
た
ざ
る
を
得
な
か
っ
た

。

'

土
方
教
授
は
、
営
利
経
済
組
織
以
外
.の
組
織
た
る
強
制
的
な
購
買
力
移
転
に 

別
す
ゐ
組
織
を
必
要
と
し
、
.

「

防
政
組
織
は
営
利
経
済
と
相
並
ん
で
独
立
な
.る
地 

位
を
有
す
る
財
貨
の@3
分
組
織
で
あ
る」

V

と
い
う(

前
掲
一
一
頁
参
照

〕

。
阿
部
教 

授
は
ニ
つ
の
経
済
秧―

財̂
政
の
領
狹
と
私
経̂

領̂
域
が
あ
る
と
い
う
。 

ま
た
阿
部
教
授
は
、
財
政
は
社
会
の
上
層
的
現
象
で
あ
：り
、
そ
の
.土
台
を
な
す 

も
の
は
社
会
経
板
で
あ
る
と
い
う

C

財
政
学
原
理
ニ
頁)

。
財
政
活
動
は
社
会̂ 

上
都
構
造
で
あ
る
国
家
が
社
会
の
下
部̂
^=

社
会
経
^
^
造
に
働
き
か
け
る 

一
つ
の
形
態
で
あ
ろ
う
。
財
政
活
動
.の
主
体
で
あ
る
政
府
は
社
会
経
済
生
活
に 

於
け
る
一
一
つ
の
領
域
に
於
て
、
い
か
な
る
地
位
を
持
っ
て
い
る
の
か
。
い
か
な 

る
地
位
に
於
て
社
会
の
下
部
構
造
に
働
き■か
け
る
活
動
を
行
な
う
の
か
。
そ
の

:

四

.
：C

六
七
四)

.

.

.

.

.

. 

.
 

.■. 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

.

. 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

活
動
は
i

経
^

^
の
員
に
い
か
な
る
過
程
を
通
じ
.て
働
き
か
け
る
の 

.か
0:財
政
活
動
の
主
体
で
あ
る
政
府
は
交
換
経
済
と
し
て
の
国
民
経
済
内
に
於 

け
る
|
巣
位
と
い
う
地
位
だ
け
で
あ
ろ
う
かS

、
小
川
.
•故
見
共
著「

財
政
学」 

で.

は
、;-
:国
民
経
济
は
交
換
経
洛
組
織
で
あ.る
'が
、
財
政
は
共
调
経
が
組
織
で
あ 

る
と
：い
う
。
同
書
九
頁

)

。
経
済
社
会
に
於
け
る
財
政
活
動
の
：主
体
y
政
府
の
地 

位
に
：関
す
を
疑
問
で
あ
っ
た
。
.

た
財
政
活
動
の
主
体
一

(

政
府)

と
、
そ
の
社 

会
構
成
員
で
あ
る
国
民
と
の
経
結

4

ロ
関
係
丨
結
合
過
程
に
関
す
る
問
題
で 

あ
ら
た
。'私
は
--
|現
鐘
済
藝
の
ニ
つ
の
経
済
^

—

ニ
つ
の
経
篇
生 

活
の
領
威
は
.、
自
_
交
換
関
係
に
よ
っ
.
て
結
ム
ロ
し
て
形
成
す
る
交
換
経
済
秩
序 

A
乂
換
..

(

市
場〕

，経
済
領
域
と
、
：国
家
公
共
団
体
の<A共
権
力
の
行
使
に
よ
っ 

て
政
府
と
社
4

^
成
^'
-た
る
個
人
ま
：た
は
法
人
と
を
強
制
盼
に
結
合
す
る
こ

と 

に
よ
.
-っ
て
形
成
す
る
強
制2

共〕

：経
该
秩
序=

公
共
経
籠
域
と
で
あ
ろ
う6
.
, 

社
会
の
：こ
の
一.一.つ
の
経
済
生
活
の
領
域
に
於
て
、
財

政

活.!
?
)
の
主
体
で
あ
る
政 

府
は
、
交
換(

市
場)

経
済
.の
領
域
に
於
て
は
一
つ
の
経$

位
で
あ
る
が
U
国 

民
経
済
！
：の
一
単
位
で
あ
る
が
、
'公
共
経
済
の
領
域
に
於
て
は
そ
の
社
会
の
構 

成
員
で
あ
る
個
人
ま
た
は
法
人
に
対
し
て
経
済
王
体
の
地
位
を
占
め
て
い
る

」 

と
解
釈
す
る
.
よ
う
に
な
.？
た
。
大
畑
文
七
教
授
の

「

租
税
国
家
論」

(

昭
和
九 

年)

に
於
て
、Staatswirt 

(

国
家
家
針
主〕

はE
i
n
z
e
l
w
i
r
t
.(

単
一
家
許 

主)
.とV

o
l
k
s
w
i
r
t

 (

国
民
家
許
主)

と
し

て

の
ニ
童
の
作
用
を
持
つ
と
い
う 

一
節
を
読
ん
で
，
，

(

同
齊
三
六
丨
七
頁)

、
前
者
は
社
会
の
構
成
員
で
あ
る
私
経
済 

単

位(

個
人
ま
た
は
法
人'> 
,に
対
し
て
一
つ
の
経
済
単
位
と
し
て
の
地
位
に
あ 

り
、
後
者
は
経
済
主
体
と
し
，て
の
地
位
に
在
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
と
解
釈

し
た
。
そ
し
て
財
政■主

体(

財
政
沽
動
の
主
体)

と
し
て
の
政
府
は
、
交
換
経 

過
程
と
公
共
経
済
的
過
程
に
於
て
財
政
活
動
を
行
な
い
、
財
政
活
動
に
要

.
 

求
さ
れ
る
社
会
経
^
^
機
能
を
実
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
と
考
え
る 

よ
う
に
な
っ
た
。
 

.
 

’

と
こ
ろ
が
、
大
内
教
授
の

「

財
政
学
大
綱」

上
巻
に
、
い
わ
ゆ
る「

鹿
れ
た
'
 

る
経
費
に
つ
い
て
、
こ̂
部
分
は
资
本
的
計^:
の
範
©
外
に
属
す
る
も
の
と
し 

て
一
痧「

経
^
^
の
琳
象」

.
と
見
做
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る

」

と
：い
う
章
句 

に
つ
い
て
、
私
は
考
え
さ
せ
ら
れ
疑
問
を
持
っ
た
。
匿
れ
た
る
経
費
は
果
し
て 

経
済
外
の
.事
象
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
市
場
経
済
ル
の
襄
象
で
あ
る
こ
と
は
確 

か
で
あ
る
が(

諒
解
し
得
る
が)

、
市
場
経
済
の^
象
で
な
け
れ
ば
、
，そ.れ
は
'
 

「

経
^
:」

の
事
象
，で
あ
石
と
云
え
る
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
疑
問
で
あ
っ
た
。 

そ
の
後
に
も(

一
れ
一
一5
年
代
に)

#
の

豸

〒

の

財

政

，

^

が

±

内
# :

罾
の
が 

く 

(

ま
た
は
大
内
教
授
に
従
っ
て-
匿
れ
た
る
経
費
は.経
済
外
の
^
象
で
あ
.
 

る
と
い
う
見
解
を
表
明
し
，て
い
る
が
、
'私
は
そ
の
：解
釈
に
同
意
す
る
こ
と
が
で 

き
な
か
っ
た
。.私
は
i

れ
た
る
経
費」

は
斯
歡
^
^
^
象
で
ぼ
か
い
が
ぐ
公 

共
経
済
関
係
に
於
け
る
経
済
財.の
調
達
§
 
S
と
処
分
と
し
て
経
済
現
象
；

(

公 

共
経
济
项
象)

で
あ
る
と
解
釈
し
た
。
私
は
市
場
経
済
の
み
が
：全
社
会
経
済
を 

構
成
す
る
の
で
は
な
い
と
考£
た
の
_で
あ
る
。

:

..
'
■
:■
.
:

井
藤
半
弥
淡
授
は
、'
 
現
代
社
会
に
：於
け
る
代
表
的
財
政
形
態
で
あ
る

「

租
税
.
. 

猫
済」

(

租
税
を
主
た
る
財
源
：と
す.る
財
政
生
^)

は
^
馨

主

邋

豫

に
 

於
て
1$
!
家
が
営
む
強
制
鮮
得
経
済
で
あ
る'
:
:
:租
税
経
済
は
資
本
、囊

の
| 

構
成
部
門
を
な
し
、
と
れ
と
不
可
離
の
関
係
を
有
し
て
い
る

」

と
ぃ
'3
.
8税

昭
和
年
代
始
期
の
财
政
学
の
：転
換
過
程
.に
於
け
る
.若
千
の
疑
問
.

原
則
.学
説
、
一
九
艽
頁

)

。
ま

た「

租
税
^

^
は
、
私
経
済
が
生
産
し
た
財
に
つ 

い
て
、
国
家
が
後
に
そ.の
分
配
に
参
加
す
る
制
度
で
あ
り
、
資
本
の
私
有
が
行 

は
れ
る
資
本
主
義
社
会
を
前
提
と
ず
る
。
か
か
る
社
会
で
は
、
私
経
済
が
財
を 

ず
べ
て
直
接
消
費.に
充
.ヴ
な
い
で
坐
産
財
の
形
成
に
こ
れ
を
カg
し
罾
ネ
の
蓄
.

.

.積
を
な
す
こ
と
が
'、''生
産
を
継
続
す
る
た
め
の
必
須
条
件
で
あ
る
.
国
家
は

之
に
対
し
て
社
会
価
値
を
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
無
視
す
る
や
う
な
課 

.税
は
私
経
済
の
坐
産
活
動
を
阻
害
す
る
も
の
ヤ
あ
り
、
租
税
経
済
の
土
台
た
る 

国
民
経
済
の
発
展
を
妨
げ
る
。
故
に
と
，の
関
係
を
無
視
す
る
租
税
政
策
は
矛
盾 

政
策
.と1K

は
ね
ば
な
ら
な
い」

と
い
う一

⑽
も
あ
る
2
ハ
四
八
I
九
頁)

。
国
民 

'経
済——

現
実
に
具
体
的
に
は
資
本
主
義
経
済
が
租
税
経
済
の
土
台
で
あ
る
と 

S
う
の
は
私
は
正
し
い
と
思
デ
。
し
か
し
、
租
税
経
済
、が
資
本
主
義
経
済
を
土 

台
と
し
て
い
る
と
一

K

う
.こ
と
は
、
'資
本
主
義
経
済
内
に
於
て
営
ま
れ
、
そ
の
一 

構
成
部
門
ヤ
あ
る
と
い5
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
思
う9
私
は
©
税
経
済
は
資 

本
主
義
経
済
を'土
台
と
し
て——

そ
.の
上
に
立
？
て
■

(

資
本
主
義
経
済
の
!
：に 

於
て
で
は
な
く
，

〕

.そ
の
土
台
に
.(

外
か
ら
内
へ〉

働
ぎ
か
け
る
も
の
と
解
釈
す 

，.

ベ
き
も
の
と
考
え
た
。
そ
の_
き
か
け
は
^

^
財
の
強
⑽
⑽
な
^
罾
と
処
分
を 

逋
じ
て
行
な
わ
れ
ゐ
。ノ
さ
ら
に
寒
た
経
済
財
の
処
分
に
ょ
.っ
て
：作
出
さ
れ
る
国 

家
給
付
を
通
じ
て
疔
な
わ
れ
る.ゝ(

本
稿
；七—

八
頁
参
照)

。

土
台
の
上
に
立
っ 

て
、

土
台
に
働
き
か
け
を
こ.と
に
於
て
、
-1
資
本
主
義
経
済
と
不
可
離
の
関
係 

:

を
持
.’っ
て
“い
る
^
の
で
灰
る
。
：.と
の
，ょ
4
咚
解
釈
し
な
け
れ
ば
、
井
藤
博
士
の.
 

財
政
学
の
兹
本
概f=

-
「

強
制
獲
得
！̂

■•
概
念
と
.も
矛
盾
す
る
5
と
に
'な
る 

で
あ
ろ
.う
と
'い
う
疑
問
：を
持.っ
^
の
で
あ
る
'。
£'
こ
で
も
再
び
、
社
会
経
済
生

:

:

:

.
五
' 

.

(

六
七
3-
,
> 

.



活
に
於
て
、
交

換C

市
場)

経
済
虫
活
の
領
域
と
、
強

制

(

公
共)

経
済
生
活 

の
領
域
が
在
る
こ
と
、
ま.た
財
政
主
体
.(

政
府)

が
こ
の
一
ー
づ
の
畠
済
生
活
の 

領
域
に
於
て
、.そ
れ
ぞ
れ
一
つ
の
.経
済
単
位
と
し
て
の
地
位
と
経
済
主
体
と
じ 

て
の
地
位
を
持
つ
と
い
う
解
釈
に
関
連
す
る
こ
と
に
な
る
。

-.

:

経
f

位
か
経
済
主
体
か
な
どと
い
う
疑
問
を
持
つ
な
どと
は
余
り
に
^
れ 

C

或
い
は
幼
稚)

で
あ
：る
と
思
う
人
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
.私
は 

解
釈
の
混
乱
ま
た
は
誤
議
は
屢
々
極
く
簡
単
.
素
朴
な
こ
と
に
塞
因
す
る
場
合
，
 

が
あ
る
と
思
う
。
規
在
に
於
て
も
な
お
財
政
学
書
の
■中
に
は
、
こ
.れ
ら
の
：区
別.. 

が
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
場
合
が
あ
る

(
或
い
は
多
い)

と
さ
え
思
っ
て
い
る
。

三

、「

強

制

獲

得

経

済

」

.概

念

につ
.い
て
：

.

'

.

昭
和
年
代
始
期
に
井
藤
半
弥
教
授
の.

「

財
政
学
原
|理」
お
よ
び
，「

租
税
原
則 

学
説
の
構
造
と
也
成

」

.を
読
ん
だ
当
時
を
回
願
す
れ
ば
、
そ
の
厳
密
‘
強
靱
な 

論
理
の
展
開
に
、
率
直
に
一

K

っ
て
胸
を
緊
き
締
め
ら
れ
る
思
い
が
し
た
こ
と
を 

記
憶
す
る
。
先
進
の
諸
学
者
に
よマ
て教
え
ら
れ
啓
^
さ

れ

て.い
る
こ

と

を感 

謝
し
な
が
ら
も
、
并
藤
教
授
の
こ
の
天
著
の
持
つ
強
.い
圧
力
に
押
し
潰
さ
れ
ま 

い
と
し
て
、
後
進
若
と
し
て
の
精
神
的
抵
抗
が
劭
い
て
き
た
の
.で
あ
>
•
'
°

并
藤
教
授
が
；止
統
派
財
政
学
に
属
す
る
諸
学
者
お
よ
び
従
来
の
日
本
の
眯
政 

学
者
の
大
部
分
ボ
、•財
政
の
基
本
的
要
素
を
明
か
し
て
い
な
い
と
一
：ム
わ
れ
た
こ 

と
は(

財
政
学
原
理
.一一::
；
一
丁
四
頁)

、
確
か
に
重
要
な
指
摘
で
あ
っ.た
と
思
う
。井 

藤
教
授
は
財
政
学
の
基
本
概
念
を.

淡
於」

概
念
で
あ
る
と
い
う
。 

私
は
こ
の
概
念
を
規
矩
す
る
過
程
に
つ
い
て
、
疑
問
を
持
た
ざ
る
を
得
な
か
っ

六
：C

六
七
六)

た
？
井
藤
教
授
は
、
.経
済
を
欲
望
宠
足
和
汾
歡
淨
に
関
す
る
活
動
ぉ
ょ
び
組
織 

め
意
味
に
解
し
、
こ
の
点
で.は
^i

に
従
う
。
ま
た
罾
^
概
念
の
中
心
を
な
す 

も
の
は
、
財
の
獲
得
の
活
動
お
よ
：び
組
織
と
解
せ
さ
れ
る
こ
と
が
常
態
で
あ
る 

と
い
う(

財
政
学
原
理
、.五
0
頁
、'II1

六
頁
、
租
税
原
則
学
説
、

一
八
頁

)

。 

経
洛
概
念
に
つ
い
て
異
■
が#
い
が
、
そ
の
各
々
を
と
こ
で
は̂
味
し
な
い
と 

い
う
。
井
藤
教
授
は
特
に
記
し
て
は
な
い
が
そ
の
異
説
を
吟
味
し
た
上
で
、
い 

わ
ゆ
る
11
'
亂
に
従
い
、
命
勤
に
な
っ
て
い
る
と
い
う

r

経
済」

概
念
を
採
用
し 

た
の
で
あ
ろ
う。

• 

'

h
こ
こ
で
^
^'
疑
間
と
し
た
の
は
、
罾
罾
活_
は
1

^
足
手
段
ま
.た
は
財
の

獲
得
活
動
だ
け
で
あ
ろ
う
か

(

從
っ
て
ま
た
そ
.の
組
織
だ
け
で
あ
ろ
う
か

)

と
S

う
こ
と
で
あ
る
。「

財
の
処
分」

は
経
済
活
動
で
は
な
い
の
か
。
そ
れ
と
も
財 

、

、

の
処
分
と
い
う
こ
と
は
獲
得
と
い
う
こ
と
の
中
に
含
ま
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。 

或
い
は_ ー_

つ
.の
経
済
単
位
の
財
の
処
分
は
.そ
の
ま
ま
他
の
経
済
単
位
の
財
の
獲 

得
と
な
る
»

#
を
意
味
す
，る

〉

と
云
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
井
藤
教
授
の
厳
密 

な
論
理
の
展
開
の
出
靡
点
に
於
て
疑
問
を
感
じ
た
の
で
あ
る
。

「

財
政
は
広
義
の
経
済
の
一
種
で
あ
り
、
財
政
現
象
は
経
済
現
象
の
一
双

■ 

で
あ
る
？

そ
れ
を
基
本
的
に
特
微
づ
け
る%•
の
は「

強
制」

.
2方
的
意
思
に
. 

ょ
る
統
制)

で
あ
る
1-
と
い
う
の
ば
正
し
い
と
思
う
。
し
か
し
私
は

「

財
の
強 

i
g
i

ff'

ば
か
：.り
で
な
く
、
財
の
強
制
的

(

拖
ヵ
的
•
統
制
的)

処
分
も
、 

財
政
概
念
に
含
ま
れ
：る
べ
き
で
：は
な
い
か
と
い
.う
疑
問
を
持
っ
た
。

井
藤
教
授
は
そ
の
財
政
概
念
に
従
っ
て
、
実
質
上
そ
の
中
心
を
国
家
収
入
経 

済
に
置
く
が
、
財
政
学
で
は_
豸
の
収
入
1

の
ほ
か
に
支
出
経
済
を
包
摂
し

.

て
取
り
扱
う
べ
き
で
あ
る
と
い
う
見
解

(

反
対
論)

が
現
わ
れ
る
こ
と
を
予
定 

し
て
い
る
。

そ
の
反
対
論
に
対
し
て
、
支
出
ま
た
は
経
費
は
、
強
制
獲
得
経 

済

(

実
質
的
に
は
強
制
収
入
経
済

)

に
積
極
的
に
ま
た
は
消
極
的
に
係
わ
る
限 

り

(

範
0

に
於
て
の
み
、
財
政
学
の
対
象
と
な
る
。
経
費
の
研
究
は
財
政
学 

本
来
の
領
域
に
麗
し
な
い
と
い
う

(

財
政
学
原
理
、.六O

頁
、
七
三
頁
、
租
税 

原
則
学
説
、
三
ニ
真
、
四.四
頁)

。

.

「

現
代
国
家
の
経
費
は
货fe
で
.表
現
さ
れ
た
国
家
の
活
動
で
あ
る
。
ま
た
強
制 

獲
得
経
済
の
典
型
的
形
態
で
あ
る
租
税
経
済
に
つ
い
て
、
現
代
の?±
ゑ
で
は
租 

税

と
し
て
徴
収
さ
れ
る
も
め§

0

と
し
て
1€
^
.で
あ
る
が
、
貨
幣
の
課
微
と 

い
う
こ
と
は
間
接
に
貨
幣
以
外
の
財
を
徴
収
す
る
こ
と
で
.あ
る
。
貨
胳
は
仲
介 

手
段
と
な
る
に
す
ぎ
な
い
。
故
に
貨
幣
の
徵
収

は
*
:

は
財
の
微
収
.と
众
る」

. 

と
い
う
ハ
租
税
原
則
学
畠
、
六
四
三

—

四

頁

；
}
。
'
井

藤

教

授

に

こ

の
考
え
方
S

 

念)

が
あ
る
た
め
で
：あ
ろ
う
か
、
収
入
の
強
制
調
達

(

原
則
と
し
て
貨
幣
収
入 

の
強
制
調
逹)

> 
と
経
費
の
調
#

経
費
の
支
弁
と
は
同
じ
こ
と
で
あ
る
と
解
せ 

ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
を
持
マ
た
。

「

国
家
経
費
調
達
即
ち
国 

家
収
入
経
済」

と
い
う
字
句
も
見
出
さ
れ
る
。
貨

&

のi

微

(

徴
収)

が
^

 ̂

に
.

(

ま
た
は
結
局
は)

貨
酸
以
外
の
財
を
徵
取
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
に
は
、

そ
の
仲
介
手
段
で
あ
る̂

it
の
処
分
が
行
な
わ
れ
ね
ば
な
ら
ない
。

を
徴 

収
す
る
こ
と
は
、
財
に
対
す
る
支
配
権
を
強
制
獲
得
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
貨 

幣
を
处
分
し
て
そ
の
支
配
権
を
行
使
し
な
け
れ
ば
貨
胳
以
外
の
財
の
調
達
は
実 

現
し
な
い
。
そ
の
胄
吧
の
⑩
分
の
過
程
を
除
い
て
貨
幣
の
強
制
調
達
ゆ
財
の
強

■ 

制
調
達
を
意
味
す
る
と

iK

う
の
な
ら
ば
、.
そ
れ
は
論
理
のI

段
階
の
飛
躍
で
は

昭
和
年
代
始
期
の
財
政
学
の
転
換
過
程
に
於
け
る
蒞
干
の
.疑
問

な
か
ろ
う
か
尸「

变
出J

と「

経
費J 、

ま
たT
経
費
支
弁」

と

「

経
費
調
達」 

と
い
う
こ
と
が
腫
々̂

じ
意
味
に
用
い
ら
れ
て
い
る
.ハ
こ
れ
は
井
藤
教
授
の
著 

書
ば
か
り
で
な
べ
、
,当
時
の
多
く
の
財
政
学
書
に
見
ら
れ
る

)

。
私
は
こ
れ
ら 

.の
字
句
が
示
す
意
味
の
内
容
は
違
う
と
考
え
た
。
.

「

交
出」
の
内
容
は
資
金
の 

処
分
で
扒
り
、

「

経
費
：|
,の
.内
容
は
財
貨.

用
役
ま
た
は
資
金
で
あ
ろ
う
。
収
入 

調
達
は
.「

経
費
支
弁」

ま
た
は「

経
費
調
達」

み
濯
行
程
で
あ
っ
て
、
収
入 

調
達
が
そ
の
ま
ま
経
費
支
井
で
も
経
費
麗
で
も
な
い
。
調
達
し
た
収
入

(
貨 

幣)

の
処
分
に
よ
？
て
経
費
の
支
弁
ま
た
は
経
費
の
調
達
と
な
る
の
だ
と
思
う
。 

さ
ら
に「

経
費
の
支
弁」

は
貨
幣
収
入
の
処
分
で
あ
り
、

「

経
費
の
調
達」

は 

貨
幣
収
入
の
処
分
に
よ
っ
て
経
費
の
内
容
で
あ
る
財
貨
•
用
役
を
調
達
す
る
こ 

と
で
あ
..ろ
う
。

経
費
が
移
転
的
経
費
で
：あ
る
か
、
ま
た
は
自
国
の
貨
幣
に
よ
る
対
外
貨
幣
僮 

務
支
払
の
■経
費
で
あ
.る
場
合
の
.み
、
経
費
.の
支
弁(

貨
幣
，収
入
の
処
分

)

を
も 

.っ
て
終
る
。
強
制
調
達
し
た
収
入

(

貨
幣)

を
支
出(

処
分)

し
て
、
国
内
市 

.場
ま
た
は
外
国
市
場
か
ら
財
貨
お
よ
び
用
役
を
購
入
す
る
こ
と
は
、
そ
の
財
貨 

お
よ
び
用
役
を
国
家
の
統
制
的
意
思
を
以
て
処
分
す
る
た
め
の
準
備
過
程
.で
あ 

る
.
0こ
こ
で
も
社
会
経
済
生
活
に
於
け
る
財
政
と
市
場
経
済
と
の
交
錯
状
態
が 

現
わ
れ
る
。
そ
の
過
程.に
は
強
制
性
を
持
っ
て
い
な
い
が
、
そ.の
過

程

を

、員

じ 

て
財
貨
お
よ
び
用
役
を
市
場
経
済
か
ら
吸
収
し
て
、
国
家
が
強
制
的

(

統
制
的) 

意
思
を
も
っ
て
処
分.

(

使
用
ま
た
は
保
蔵
々
す
る
。
財
貨
.
用
役
お
よ
び
資
金 

を
処
分
す
る
こAT

に
よ
？
て
国
家
給
付
が
作
出
さ
れ
る
。
井
藤
教
授
は
、
例
え 

ば
エ
ン
グ
リ
ス
の
学
説
の
批
判
に
於
て
、

一
定
量
の
経
費
.を
使
用
す
る
こ
と
に

七
.C

六
七
七)



よ
ゥ
て
起
る
利
用
量0.
#:
定
を
す
る
-:
と
は
財
政
学
の
課
題
で
は
：な
く
、
.社
会
：；
 

:
政
策
、
_
済
|

等
呤
問
題
で
：あ
る
と
い
：う
。
:'
:
:ま
た
'.
.
.
:

「

若
1>
財
政
に
*
て
課
税
ー. 

.
に
よ
る
費
用
を
評
量
し
た
ど
と
ろ
、
：与
え
ら
れ
た
経
費
使
用
ね
よ
：る
限
晁
利
用 

.を
^

!
す
る
こ
'と
が
_
か
：に
な
っ
だ
場
合
に..は
1-
.吏
た
：

「

財
政
で
は
経
費
の#
 

え
ら
れ
た
麗
利
用
.を
超
え
な
い
範
囲
内
で
、
最
少
の
費
用
を
以
て
、
%■
•
の
充 

足
手
段
を
調
達
す
る
の
で
あ
る

」

と
豸
1
早
句
が
あ
るc

租
税
原
則
学
説
六
'三 

一
丄
一
一
頁
参
照

)

。
私
も
そ
め
.

「
利
用
量
1—
を
.評
定
す
る
C
と
は
'財
政
学
の
問
：
 

.題
で
は
な
.い
と
思
う
。
経
費'の
使
用
に
よ
っ
て
起
る
ま
た
：は
与
え
ら
れ
た
利
用
， 

量
ま
た
.は
限
界
利
用
と.い
う
C
と
は
、
財
貨
，
用
役
お
よ
び
資
金
の
処
分
に
よ 

っ
て
作
出
し
提
供
す
る
国
家
給
付
の
利
用
量
ま
た
一
は
限
界
利
用
で
あ
る
。

：

こ 

.の
国
家
の
'強
制
的(

ま
制
的〉

な
»
の
処
分(

財
貨
.
用
役
，
資
金
の
処
分

〕

.
が
い
か
な
る
国
家
給
付
を
作
出
す
る
か
を
研
统
す
る
の
は
、
.
財
政
学
の
課
題
で 

あ
る
ど
思
う
。
井
藤
教
授
は
経
費
の
数
量
お
よ
び
種
類
は
、
収
入
経
済
の
内
容 

を
決
定
す
る
一
要
素
で.あ
る
か
ら
、
収
入
経
済
の
参
#
と
な
る
意
味
で
収
入
経 

済
に
係
わ
る
範
囲
内
に
於
て
の
み
、
財
務
行
政
論
上
、
支
出
の
方
面
が
研
究
さ

：
. 

る
べ
き
に
止
ま
る
と
い
う
。
し
か
し
私
は
、
収
入
経
済
に
係
わ
か
か
ら
財
政
学 

の
問
題
に
な
る
の
で
は■な
く
て
、.資
金
の
処
分
、
財
貨•

用
役
の
勉
分
そ
れ，|;
1 

体
^
し
て
、
ま
た
そ
の
勉
分
に
よ
っ
て
い
か
な
る
国
家
給
付
が
作
出
さ
れ
る
か 

と
い
う
と
と
そ
れ
自
体
と
し
て
、
_
実
認
識
と
し
て
、
財
政
学
の
対
象
と
な

る

の 

だ
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
但
し
井
藤
教
授
が
腿
<々
云
？
て
い
る
よ
う
に
、 

^

の
決
定
と
か
l
ia
'

と
か
、
批
判
な
ど
は
財
政
学
の
課
題
では
な
い
と
.い
う 

の
は
正
し
“
と
思
う
。

■ 

八
：(

六
七
八)

:

授
：汰
^
自
-s
-
浪̂
.

(

任
意
：公
債
と
同
じ
：意
味
と思
ぅ〉

、

㈣

i 

/;
■
'得
経

證

義

を

持

つ

：と
い
々

〉(

耝
滁
原
則
学
説
、;空

I
I三
頁
:#
照)

。
'
こ 

,こ
で
：も
'
国
家
を
代
表
し
国
家
権
力
そ
行
使
す
る
政
府

c

財
政
主
体〕

が
そ
の 

.

社
会
の
：構
成
員
で
：あ
る
弒
経̂

単
位
に
対
す
る
関
係
を
•再
び
考
え
ざ
る
を 

'

得
な
か
：？
た(

本
稿
四
頁
参
照)

。

自
由
'

(

任
意)

鲁
の
発
行
に
よ
る
収
入 

.調
達
.(

借
入
.

)

に
つ
い
て
は
、
政
府
は
資
金
の
貸
手
で
あ
る
屋
済
单
位
に 

:
対
し
て
自
由
交
^

的
関
係M

立
つ
、.
政
府
は
公
債
の
発
行
条
件
を
示
す 

/
が
、
そ
の
条
件
は
資
金
，の
借
入
が
可
能
で
あ
る
か
.否
か
を
考
え
.た
上
で
決
定
し 

て
い
：る
の
で
、
公
債
の
应
募
者
と
な
る
私
経
済
単
位
の
意
思
を
考
え
ず
に
一
方 

.
的
意
思
に
よ
マ
て
そ
の
条
件
を
決
定
し
て
い
る
の
で
は
な
い
.0
若
し
、
資
金
の 

.

.貸
手
と
な
る
べ
き
人
々
の
意
思
に
反
し
た
発
行
条
件
な
ら
ば
、
公
債
の
応
募
者 

.

が
な
く
、
借
入
が
実
現
し
な
い
。
そ
の
発
行
条
件
を
承
認
し
て
資
金
を
提
供
す 

る
が
杏
か
に
強
制
性
は
な
い
。
自

由

(

任
意)

公
債
に
'よ
.る

収
-A
調
達(

借
入) 

V

に
於
て
は
自
由
交
換
関
係
に.於
け
る
取
引
で
あ
る
が
、'
そ
の
資
金
の
借
入
に
よ 

.

っ
て
、
既
に
債
務
者
と
な.っ
た
政
府
は
、
債
権
者
で
あ
る
私
経
済
単
位
と
、
交 

換
経
済
関
係
と
と
も
に
公
共
経
済
的
関
係
に
立
っ
て
い
る
。
社
会
経
済
生
活
に 

.

於
.て
政
府
は
、
社
会
構
成
員
で
あ
る
私
経
済
的
単
位
に
対
し
て
同
時
に
ニ
つ

.の
' 

関
係
と一

一
つ
の
地
位
を
持
っ
て
い
る
。
自
由
ハ
な
意

)

公
債
に
よ
っ
て
罾
♦
を 

.

借
入
れ
る(

収
入
調
達)

の
過
程
に
於
て
は
斷
制
的
調
達
で
ル
な
い
。
資
金
を 

.

借
入
れ
て
債
務
者
と
な
っ
た
政
府
が
、
私
経
済
的
単
位
に
対
し
て
同
時
に
強
制 

\

的
^

-^
を
持
つ
0
自

申
S

8
八
ム«
が
外
国
債
で
ぁ
る
場
合
に
も
、
罾
を
の 

調
達
の
過
程
に
於
て
は
強
制
獲
得
の
意
義
は
な
い
。
，資
金
を
借
入
れ
て
債
務
者

と
な
っ
た
国
家
を
代
表
す
る
政
府
がi

者
の
意
思
に
反
し
て
龈
制
的
に
支
払 

停
止
ま
た
は
公
債
破
棄
な
ど
を
行
な
：っ
た
実
例
は
あ
る
が
、
：そ
れ
は
自
由
八
ム
徵 

発
行
に
ょ
る
収
入
_
罾
に
於
け
る
条
件
で
は
な
い
。
国
家
間
：の
政
治
的
貸
付->

.

.政
治
的
債
務
と
し
て
の
八
ム
債
の
場
合
に.の
み
、
そ
の
資
金
の
調
達
が
強
制
獲
得.
 

の
意
義
を
持
つ
も
の
と
思
ぅ
。
こ
れ
は
井
藤
§

の
自
由
公
僚
に
関
す
る
解
釈 

に
対
す
る
：一
つ
の
疑
問
で
あ
っ
た
。

 

'

.

神
戸
正
雄
博
士
は
財
政
学
大
系

(

昭
和
四
，
年

)

■に
於
て
、
租
税
原
則
、
即
ち 

租
税
設
矩
原
則
は
租
税
制
度
を
設
宠
す
る.に
拠
る
処
の
標
準
で
あ
る
が
、
そ
の 

「

諸
原
則
間
に
は
順
位
が
あ
る
か
。
順
位
が
あ
り
と
す
れ
ば
い
か
な
る
順
位
か
。 

順
位
な
し
と
す
れ
ば
何
に
ょ
り
て
取
捨
す
べ
き
か

」

と

い

ぅ(

h
.
s
<
5
。

神
戸
博
士
は
諸
学
者
の
説̂
！検
討
し
た
後
に'「

要
す
る
、に
各
学
者
各
々
見
る
所 

に
従
い
、
原
則
の
間
に
順
位
を
附
し
、
太
し
き
は
#
一
，
原

則

の

み

を

翁

げ

又

.は 

少
く
と
も
他
原
則
を
い
た
くi

し
た
。
併
し
此
は
全
く
誤
り
で
、
国
家
公
共 

全
体
の
利
益
にi

合
す
な
が
如
き
方
法
に
て
祖
激
制
童.を
成
形
す
べ
し
：とv> 

ぅ
絶
体
不
動
の
醫
原
撕
あ
な
こ
と
をi

し
た
：も
の
だ:0
そ
の
諸
原
則
：は
つ. 

ま
；り
、.と
.の
最
高
原
則
.€>
.下
に
於
け
る
相
対
的..の
小
原
則
た
.る
に
止
ま
^
。
...
何

. 

,れ
も
多
少
成
形
困
難
で
あ？
て
、
此
.を
以
て
必
ず
し
も
尽
さ
れた
も
の
と'
は
さ 

:

れ
な
い
。.文
す
ベ
て
時
と
処
に
ょ
り
て
必
ず
し
も
同
：

1

様
で
.な
く
、
そ
の
相
互 

の
重̂

ス
は
順
位
に
_
っ
：て
も
、時
と
処
に
ょ
り
て
必
ず
し
も
同
一
へ
で
は
な
い
。

全
く
最
高
原
則
の
指
示
：に
侬'る
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
各
特
定
の
事
情 

の
.下
に
最
適
当
な
る
租
税
制
度
は
各
唯

 
一.•あ
る
べ
きも
の
だ
が
、
其
制
度
が
脉 

政
政
策
的
原
則
に
適
合
し
又
は
国
民
経i

原
則
に
適
合
し
、
将
に
他
の
原
則
，
 

に
適
合
す
る
度
合
に
至.
.っ
て
は
、
固
ょ
り
常
に
同
一
で
は
な
い
。
更
に
此
等
の 

小
原
則
は
夫
の
最
高
原
則.の
発
現
の
方
面
に
過
ぎ
ず
し
て
、
常
に
そ
の
指
導
に 

f

0随
っ
て
彼
等
小
原
則
は
此
大
原
則
に
反
し
な
い
範
囲
に
於
て
の
み
正
当 

で
あ
っ
て
、
そ
の
原
則
た
り
得
る
の
は
、
彼
等
が
恰
も
之
に
適
合
す
る
為
め
の 

み
で
あ
る
。
だ
か
ら
八
ム
正
原
則
を
も
っ
て
個
人
的
利
益
を
計
る
も
の
と
す
る
の 

は
蹐
ょ
り
誤
り
で
あ
を
。、
そ
し
セ
又
彼
等
は
相
互
に
因
果
関
係
を
有
ち
、
或
は 

他
を
進
涉
し
、.或
ば
他
を
制
限
し
て
：、
以
て
此
間
に
調
和
を
保
つ
も
の
で
あ
っ 

て
、
決
し
て
各
原
則
の
単
独
の
考
察
を
許
さ
な
い
。
全
く
常
に
最
高
原
則
の
栺 

導
に
よ
る
。
随
.っ
て
各
原
則
は
各
個
と
じ
て
は
往
々
.に
し
て
絶
体
に
は
貫
徹
す 

.る
報
は
出
来
な
い……

」
(

三
四
九
I
五
十
頁)

。
.

.

.

謡

.経
費
の
原
則
に
関
し
て

「

秘
の
考
ぇ
.で
は
、
.経
費
に
も
歳
入
に
も
他
の

:
 

.

も
の
に
.共
通
し
，て
最
高
の
原
則
と
な
っ
て
い
る
の
は
.、
国
家
公
共
の
全
体 

V

の
利
益
に
最
逾
切
な
石
が
如<:
'
に
之
を
.定
わ
べ
し
ど
：い
ぅ
こ
ー
と
で
あ
る

」

•

と
.い

ぅc
i
} 

m

 
頁 
>
0
.,'
■

.

.

.

: 

私
は
こ
の
■

尸
像
士
の
租
税
原
則
論
の
こ
め
—*
節
を
読
ん
で
、_

にi
K

っ 

て
何
を
杷
搌
す
べ
き
か
に
困
惑
じ
：た
。
：租
税
原
則
は
租
賴
制
度
を
說
萣
す
る
に 

拠
る
処
0
標
难
.で
あ
る
。
組
税
諸
原
則.故
国
家
公
共
の
！
^

な
ぢ
も
の
に
最
も 

適
合
す
ベ
し
と
卜
ぅ
最
高
原
鄕
匕
対
し
て
小
原
則
：を
な
す
が
、
そ
れ
ら
相
互
の 

.重
要
ざ
又
は
腰
位
ル
ぎ
と
猶
に
ょ
っ
て
異
な
.る
と
い
ぅ
。
租
税
原
則
と
謂
わ
れ;

.

'

.

,

九
ぐ
：

(

六
七
九)

昭
和
年
代
始
期
の
財
政
学
の
鞍
換
過
程
に
於
け
る
装
干
の
凝
問
，

四
、
課
税
諸
原
則
、
殊
に
ヮ
グ
ナ
プ
の
祖
税
原
則
論
. 

に
於
け
る
優
先
順
位
の
問
題



.る
い
く
つ
か
の
原
則.C

神
戸
博
士
の
.謂
う
小
原
則)

は
、
い
わ
ゆ
る「

最

高

原
. 

則」

.な
る
も
の
^
実
現
し
よ
う
と
す
る
租
税
制
度
の
設
定̂
準
で
あ
る
か
ら、.
-
バ 

時
と
処
に
よ
々
て
異
な
る
歴
史
挫
が
あ
り
、
ま
た
目
¥

的
な
^

_
性
を
持
.つ
ベ 

き
も
の
で
あ
ろ
う
。
租
税
原
則
は
合

E

的
な
租
税
政
策
に
関
す
る
意
思
形
成
の 

過
程
に
於
け
る
諸
条
件.を
示
す
^
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
い
く
つ
か.の
豸
#
を 

.
(

租
税
原
則
と
し
て)

提
示
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
ら
の
条
件
を
考
慮
し 

よ
う
と
す
れ
ば.(

そ
れ
等
の
原
則
に
拠
ろ
う
と
す
れ
ば

)

何
等
か
.の
順
序(

序 

列)

，
が
あ
る
喾
で
あ
る
。
，そ
の
考
慮
す
る
順
序

(

序
列)

を
示
さ
な
け
れ
ば
、 

実
践
的
指
導
性
あ
る
租
税
原
則
論
と
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
：私
は
神
戸
博
士

. 

租
税
原
則
論
か
ら
、
歴
史
性
あ
り
、
実
践
的
指
導
性
あ
る
租
税
原
則
論
を
把
握 

す
る
：こ
：と
が
出
来
な
か
っ
た。

:

,

.

一
九
三
〇
年
代
に
於
け
る
小
川
郷
太
郞
博
士
と
汐
見
三
郞
博
士
の
解
釈
は
小

. 

川
博
士
の
_

「

租
税
_
丨
©
砠
総
論」

.へ
大
芷
十 
一
S

一
 

五
日—

七
冥
の
ま
_

と
同
一
主
旨
で
あ
る
。

r

要
す
る
に
租
税
は
財
政
上
、
経
済
上
、
社
会
上
の
現 

.
•象
な
る
が
故
に
、
こ
れ
等
：の
財
政
上
、
社
会
上
、
経
済
上
の
現
象
に
関
連
し
て 

所
謂
租
税
の
最
高
原
則
が
発
生
す
る
。
而
し
て
こ
の
原
則
は
0[
^
制
^
を
紙
織
.

: 

ず
る
標
準
と
な
り
、
ま.た
税
制
改
革
の
因
標
と
な
る
も
の
で
あ
る

」

と
い
う 

.

(

小
川
.
汐
見
共
普
、
財
政
学
、
第
一
版
昭
和
七
年
、
全
訂
版
：、
昭
和
十
五

.年
、

ニ
五
五
頁)

。
.そ
し
て
租
税
原
則—

第一

国
民
経
篇
原
則
、
第
二
社
会 

的
原
則
、
：第
三
財
政
的
原
則
の
内
容
を
示
し
て

「

こ
と
.に
論
ず
べ
き
は

こ

れ
'
 

ら
の
原
則
に
優
劣
あ
り
や
否
や
と.い
う
問
題
で
あ
る

」

。「

思
う
に
国
家
非
常
の' 

時
に
財
政
政
策
的
原
則
を
第
一
に
置
く
べ
き
は
か
論
で
あ
る
が
、平
時
に
於
て
_

•

一
 

〇

(

六
八
o

' 

- 

.

.

.

.
 

.

.

.

は
三
原
則
の
間
に
優
劣
を
附
す
る
は
穏
当
で
な
い
。
問
題
は
多
数
の
原
則
の
一 

を
選
ぶ
と1K

う
の
で
は
.な
い
。
ま
た
或
る
税
に
つ
き
何
れ
の
原
則
に
適
わ
し
む 

べ
き
か
何
れ
の
原
則
を
重
し
と
ず
べ
き
か
：と

1K

う
の
で
ば
な
い
。
問
題
は
租
税 

,

の
原
則
ば
斯
く
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と.茇
う
の
で
あ
る
。
然
し
之
を
以
て
あ
ら
ゆ 

る
租
税
に
完
全
に
之
を
望
む
，こ
と
は
出
来
な
い
の
で
あ
る
。
各
種
の
租
税
は
同 

一
の
程
度
に
於
で
こ
れ
ら
の
ま
則
に
適
う
も
の
で
は
な
い
。
立
法
者
と
し
て
は 

常
に
成
る
可
く
総
べ

V

の
原
則
に
適
合
せ
し
め
る
よ
う
に̂
罾
し
て
税
法
を
立 

て
る
こ
と
が
必
要
で
は
あ
る
が
、'
若
し
そ
の
不
可
能
な
る
場
合
に
は
他
の
税
に 

よ
っ
て
之
を
補
い
、
以
っ
て
全
体
の
上
に
於
て
租
税
原
則
に
適
合
す
る
よ
う
に 

せ
ね
ば
な
ら
な
い」

と
い
う(

同
書
ニ
五
九—

六
0
頁)

。
こ
の
場
合
に
も
、神 

芦
博
士
の
租
税
原
則
論
と
ほ
ぽ
同
様
に.、、小
川
.
汐M .

M

i t

士
の
說
明か
ら

何 

を
把
握
す
べ
き
か
に
迷
っ
た
。

',
大
畑
文
七
教
授
は
、
課
税
諸
原
則
の
間
に
矛
厝
が
あ
る
場
合
に
、

こ
れ
を 

「

解
決
す
べ
き
最
高
原
則
•と
し
て
国
家
公
共
の
全
体
利
益
に
最
適
合
す
る
原
則 

が
考
え
ら
れ
る
。
此
は
一
つ
.の
調
和
の
原
則
で
あ
る

…
…

畢
竟
す
る
と
こ
ろ
相 

矛
盾
す
る
原
則
の
一.つ
を
臨
機
疮
変
に
取
捨
選
択
寸
る
に
外
な
ら
な
い
。…
…

 

実
隙
的
事
情
か
ら
云
え
ば
広
汎
な
る
抽
象
的
理
念
的
霞
則
の
範
囲
内
に
於
て 

具
体
的
歴
史
的
原
則
が
取
捨
選
択
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

」

と
云
う(「

租
税
国 

家
論
、
昭
和
九
年
、

一
i

〇
頁)

。
私
は
こ
の
説
明
に
よ
っ
て
は
、.
大
畑
教
授
は 

課
税
原
則
は「

員
^
⑽
に
は
租
税
■
ぼ
お
よ
び
粗
税
政
策
決
定
の
基
礎
と
な
る 

諸
条
件
で
あ
る」

と
い
う
が(

一
〇
六
頁)

、
そ
の
課
税
原
則
の
現
実
的
•具
体 

'的
な
意
味
を
把
握
し
德
な
い
こ
と
を
遺
憾
に
思
っ
た
。

_

ヮ
グ
ナ
ア

の
租
税
原
則
論
は
近
代
財
政
学
の
最
も
代
表
的
な
租
税
原
則
論
で 

あ
る
。
大
内
教
授
は「

財
政
学
大
綱」

中

巻(

昭
和
六
苹)

に

於

.て

批

判

し

て 

1K

う
。
ヮ
グ
ナ
ア
が
課
税
の
最
高
原
則
と

J
K

っ
て
い
る
も
の
は
、
相
互
矛
盾
を 

含
ん
で
い
る
が
、そ
れ
ら
をい
か
に
し
て
具
体
的
場
合
に
適
用
し
得
よ
う
か
、

唯
、

一
つ
の
祖
税
に
つ
い
て
適
合
し
難
い
こ
の
原
則
を
、
多
数
の
租
税
に
試
み 

そ
れ
を
紙
み
合
せ.る
と
、
そ
こ
に
調
和
の
と
れ
た
一
つ
の
公
平
な
税
制
が
坐
れ 

る
！

吋
と
実
際
的
な
理
論
で
あ
る
こ
と
よ
！

そ
し
て
彼
は
平
然
と
し
て
日 

う

「

租
税
の
原
則
の
価
値
は
そ
の
実
際
に
於
ける
実
現
性
に
よ
っ
て
定
ま
る 

と」
(

三
四
五—

六
頁)

。

「

財
政
学
大
綱」

中
巻
の
こ
の一

節
は
最
も
考
え
さ
せ
ら
れ
た
課
題
の
一
つ 

で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
も
大
内
教
授
の
.所
論
に
つ
い
て
も
満
足
す
る
こ
と
が
で
き 

な
か
っ
た
。
ア
ダ
ム.
ス
ミ
ス
の
租
税
原
則
に
せ
よ
、
ヮ
グ
ナ
ア
の
租
税
原
則 

に
せ
よ
、
決
し
て
完
全
な
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
ヮ
グ
ナ
ア
が
提
示
し
て 

い
る
租
税
諸
原
則
の
持
つ
，意
味
を
検
討
し
て
も
、
対
立
ま
：た
は
並
列
的
に
示
さ 

れ
得
る
だ
け
で
、
全
く
何
等
の
有
機
的
結
合
も
持
ち
得
な
い
も
の
で
あ
ろ
う

. 

か
。
ヮ
グ
れ
ア
は
財
政f

的
原
則
の
要
求
に
最
優
先
順
位
を
与
え
て
い
る
。 

そ
こ
に
ヮ
グ
ナ
ア
の
粗
税
原
則
論
の
歴
史
的
性
^
—

資
本
主
義
経
済
の
拡
大 

発
展
期
、
殊
に
帝
国
主
義
へ
の
移
行
段
階
に
於
け
る
租
税
原
則
嚴
で
あ
る
と
い 

う
歴
史
的
性
格
が
示
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
る
の
で
は
な
い
か
。

「

財
政
学
に
於 

い
て
も
拙
判
は
一
つ
の
学
問
の
方
法
で
あ
る

」

S

政
学
大
綱
、
上
卷
三一一
頁)

。 

ヮ
グ
ナ
ア
の
祖
税
原
則
に
対
す
る
大
内
教
授
.の
批
判
は
確
か
に
傾
聴
す
ベ
.き
も 

Q.

と
し
て
読
ん
だ
が
、
そ
め
批
判
の
次
に
来
る
も
の

——

創
造
的
批
判
と
し
て

.昭
和
年
代
始
期
の'財
政
学
の
転
推
過
程
に
於
け
る
若
干
の
疑
問
.

大
内
教
授
自
身
の
粗
税
原
則
論
は
，い
，か
な
る
も
の
で
あ
る
か
が
提
示
さ
れ
る
こ 

と
を
期
待
し
た
。
し
か
し
大
内
教
授
商
身
の
租
税
原
則
論
を
知
る
こ
と
が
で
き 

な
い
の
を
残
念
に
思
っ
た
。そ
れ
と
も租
⑩
m
MI
J

な
ど
は
租
⑩
■
の
課
題
で
は 

な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
大
内
教
授
も
左
様
に
は

1K

わ
^:
な
い
の
で
あ
ろ
う。
例 

え
ば
ス
ミ
ス

お
よ
，び
|ヮ
>ク
ナ

ア
の
租̂
11

則
論
は
確
か
に
不
完
全
で
あ
る
。
然 

ら
ば
租
税
原
則
論
の
内
容
を
な
し
て
.い
る
諸
原
則
は
い
か
に
整
理
す
べ
き
で
あ 

ろ
う
か
。
.

一
九
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代
に
、
こ
の
課
税
諸
原
則
の
優
先
順
位
の
問
題 

に
つ
い
て
具
体
的
内
容
の
あ
る
解
答
を
与
え
よ
う
と
し
た
の
は
、
井
藤
博
去
た 

だ
独
り)

で
あ
っ
た

こ
と

に
私
は
變
显
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。
租
税
原
則
論 

の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
ゥ
グ
ナ
ァ
の
租
税
原
則
論
を
検
討
す

る
0
,

井
藤
教
授
は「

ヮ
グ
ナ
ァ
の
社
会
政
策
的
租
税
な
る
も
の
は

_

上
存
在
し 

な
い
の
み
な
ら
ず……

理
論
上
徹
底
的
に
遂
行
し
得
な
い
限
度
が
あ
る

…
…

租 

税
経
済
の
本
質
に
矛
盾
す
る

」

と
い
う(

財
政
学
原
理
三
六
九
頁
、
租
税
原
則 

学
説
ニ
一
一

 
六
頁
参
照)

。
こ

の
解
釈
を
読
ん
で
特
に
注
意
を
ひ
か
れ
た
。
資
本
主 

義
経
済
秩
序
を
前
提
と
す
る
場
合
に
社
会
政
策
的
課
税
な
る
も
の
に
限
度
が
あ 

り
、
始
め
か
ら
徹
底
的
に
遂
行
し
よ
う
と
は
し
て
‘
な
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ 

が
社
会
政
策
、
殊
に
ヮ
グ
ナ
ァ
の
段
階
に
於
け
る
社
会
政
策
な
る
•も
の
の
持
っ 

た
性
格
で
は
な
い
か
。
井
罾#
胃

は
-*
7
グ
ナ
ァ
の
社
会
政
策
的
租
税
を
_

上 

.に
於
て
：も
否
淀
す
る
。
观
っ
て
、.ヮ
グ
才：

ァ
の
財
政
学
説
を
社
会
政
策
敗
財
政 

'学
説
と
特
微
づ：

け
る
人
が
多
い
が
、
そ
れ
は
内
容
が
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
の 

後
、
私
は
ヮ
グ
ナ
で
の
財
政
学.の
歴
史
的
#
吣

の

基

本

的

な

を

社

会i

一
一：

(

六
八 

一
V



的
財
政
学
で
.あ
る
と
す
る
の
：は
誤
り
で.あ
る
と
考
え
る
ょ
う
に
な
っ
た
。
そ
の 

甚
本
的
な
歴
臾
的
性
格
は
、

：

帝
国
主
義
询&

政
学
説
で
あ
っ
て
、

：，

社
会
政
策
的 

財

.!
&
学
説
と
い
う
の
は
派
坐
的
、
附
随
的
特
徵.で，あ
る
と
考
え
る
ょ
う
に
な
っ 

た
。
こ
れ
は
ヮ
グ
ナ
ア
の‘課
税
諸
原
則
の
優
先
順
位
の
問
題
に
も
関
連
す
る
。
0 

;

ヰ
^

#
罾
は
、:'
ヮ
グ
ナ
ァ
が
謂̂'
:砠
税
行
双
^
の
胄
員
と
い
う
せ
#
^
原
則 

を
、
財
政
^

的̂
原
則
に
包
摂
さ
れ
る
原
則
と
解
釈
す
る
か
、
又
ゆ
エ
ー
へ
ベ 

ル
グ
の
如
x

r
こ
れ
を
問
題
外
に
置
く
と
し.て
も

、
，
他

.の

三

原

則

が

各

々

優

位 

を
命
う
こ
と
に
な
る
と
い
う
。
井
藤
教
授
は
国
民
経
済
上
o '
大
原
則
に
属
す
る 

土
：原

則
c
it
し
い
税
源
の
選
択
、
正
し
い
税
種
の
選
択

)

は
、
そ
の
性
質
上
、 

財
政
政
策
上
の
原
則
お
ょ
び
公
正
の
原
則
の
い
ず
れ
か
に
包
容
ざ
れ
る

——

 

「

正
し
い
税
源
の
選
択

」

は
財
政
政
策
的
原
則
に
、

「
正
し
い
税
種
の
選
択

」

は
. 

公
正
の
原
則
に
包
摂
さ
れ
る
と
解
釈
す
る
か
.ら
、
ヮ
グ
チ
7
の
提
示
し
た
租
税 

原
則
を
整
理
し
て
、
そ
の
優
先
順
位
が
問
題
と
な
る
の
は
、
財
政
政
策
的
原
則 

と
公
正
の
原
則.の
み
で
あ
る
と
い
う

(

租
税
原
則
学
説
三
五
八I
九
頁
、
三
六 

三
頁
参
照)

。
 

.

私
ぱ
こ
の
ニ
つ
の
問
題
に
関
す
る
井
藤
教
授
の
解
釈
：に
'
つ

い
‘て
教
え
ら
れ
る
.，
 

所
：が
極
め
て
多
か.
っ
た
が
、

ま
た
疑
問
を
持
た
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

「

公
正」

の
問
題
は
、
或
る
歴
史
的
段
階
に
於
げ
る
具
体
的
な
租
税
蹇
の 

決
定
に
対
し
て
は
、.所
与
の
前
提
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
そ
の
公
正
の
意
味
が 

歴
史
的
相
対
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
ヮ
グ
ナ
ア
も
認
め
て
■い
る
。
社
会
の
_ 

歴
史
的
発
展
の
或
る

一

定
の
段
階
に
於
1'
,て
、
何
が
公
正
の
内
容
を
な
す
か
と 

い
う
こ
と
は
、
井
藤
教
授
の
こ
と
ば
で
云
え
ば
、
社
会
経
済
的
関
係
：

(

資
本
主

義
.経
済
秩
序
>
.と
、
国
家
観
に
よ
っ
て規
定
さ
れる
。
資
本
主
義
経
済
秩
序
を 

形
成
す
る
経
済
的
諸
勢
力
と
、
経
済
ル
的
な
思
想
的
勢
力
'で
あ
る
国
家
観
と
に 

よ
っ
て——

そ

の

瘙

社

会

勢

力

と
> 
経
^
:
的 <

思
想
的)

社
会
勢
力
と 

に
よ
.る
社
会
的
茭
配
関
係
を
表
現.(

反
映)

.し
、
政
治
形
態
と
、
行
政
機
構
を 

通
じ
て
具
体
的
な
租
税
政
策
の
決
定
に
つ
い
て
の
与
え
ら
，れ
た
前
提
と
な
る0 

ヮ
グ
ナ
ァ
の
財
政
学
は
、
第
十
九
世
紀
の
第
四
四
半
期
に
現
わ
れ
た
が
、
そ
れ 

.
t資
本
主
義
経
済
O'
独
占
資
本
主
義
丨>帝
国
主
義
段
階
の
始
期
で
あ
っ
た
。
ヮ 

グ
ナ
ァ
も
課
税
の
公
正
と

ik

う
こ
.と
は
：
、

歴

史

的

な

も

の

で

、

た

だ

近

代

^

意 

義
に
於
て
は
、
sl
f
c
lの
平
等
を
意
味
す
る
と
い
う
。
そ
の
段
階
に
於
て
は
社
会 

の
支
配
的
勢
力
と
な
っ
た
資
本
主
義
的
経1

カ
の
要
求
と
、
経
済
ル
的
思
想 

的
勢
力
の
要
求〈

デ

モ
ク
ラ

シ
ー

の
要
求
丨>
課
税
の
平
等)

と
は
次
第
に
介
離 

し
て
行
く
よ
う
に
な.っ
て
い
ふ
。
ヮ
グ
ナ
ァ
の
い
う
課
税
の
公
正
の
要
求
丨

> 
平 

等
の
要
求
は
、
' 資
本
主
義
経
済
の
発
展
：の
結
巣
と
し
て
、
独
占
資
本
主
義
！
>
そ 

れ
を
内
容
と
す
る
帝
国
主
義
の
段
階
に
進.む
に
つ
れ
て
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
要
求 

と
次
第
に
介
離
す
る
よ}
に
な
っ
た
。

.即
ち
デ
.モ
ク
ラ
シ
ー
の
要
求
で
あ
る
社 

会

的

塞

■

の
.要
求
よ
り
も
、
资
本
主
義
的.

(

独
占
資
本
主
義
的I
帝 

国
主
義
的)

.
最
少
犠
牲
の
要
求
が
優
位
.に
立
つ
こ
と
に
な
る
。
ヮ
グ
ナ
ァ
の
財 

政
学
説-> 
租
税
原
則
論
は
そ
の
よ
う
な
資
本
主
義
社
会
の
歴
史
的
段
階
を
反
映 

し
て
.い
る
。
そ
れ
が
ヮ
グ
ナ
ァ
の
財
政
学
丨

>

租
税
原
則
論
の
歴
史
的
性
格
を
規 

定
し
て
い
る
:0

井
藤
教
授
は
、
ヮ
グ
ナ
ァ
の
租
税
原
則
に
於
け
る
国
民
経
洛
的
原
則
を
、
財 

政
政
策
的
原
則
と
公
正
原
則
に
包
容
さ
れ
る
も
の
と
し
て
、
財
於
於

^

i
l
i
Ml
j
'

と
、
‘
ル
原
則
と
に
つ.い
て
_優
先
順
位
を
論
、じ
て
い
る
が
、
私
は
こ
の
解
釈
に 

.つ
い
て
疑
問
を
持
っ
た
。
私
は<
<.1
1
:原
則
.の
'要
求
は
前
記
の
ょ
う
に
、
租
税
政 

策
の
決
矩
の
前
提
で
あ
る
と
思
う
。
ま
た
、

.
ヮ

グ

ナ

ァ

の

社

会

^

^

的

課

我

の 

要
求
は
、
そ
の
公
正
原
則
の
内
に
現
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
後
記
の
ょ
う
に 

国
民
経
済
的
原
則
に
包
摂
さ.れ
る
も
の
と
思
う。
.

.

.

:

:

.

従
っ
て
、
.
私
は
ヮ
グ
ナ
ァ
の
提
示
し
た
租
税
原
則
に
関
す
る
優
先
順
位
の
問 

題
は
、
奶
咖
奶
參.

4
撕
と
国
^

^

_|1
'
則
の
優
先
順
位
の
問
題
で
あ
る
と 

判
断
し
た
。

ヮ
グ
ナ：

ァ
は
財
政
は
有
形
財
、
殊
に
貨
幣
を
調
達
し
て
、
：主
と
し
て
無
形
財 

(

公
共
施
設—

用
役
給
付)

を
作
出
する

一
#

形
財
を
無
形
財
に
転
換
す
る
。 

こ
の
無
形
財
は
、
国
民
経
済
全
体
に
と
ら'て
も
、.
す

べ

て

の

.
個

人

の

私

経

済

的 

に
と
っ
■て
も
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、，
国
民
経
^
的
意
義
に
於
て
極 

め
て
生
産
的
なI
の
と
認
む
べ
き
で
あ
る.と
云
っ
•て
、
：
そ
の
.国
家
給
付
を
作
出 

す
る
国
家
経
費
の
生
産
性
，を
認
め
る
。
ヮ
グ
.ナ
ァ
の
歴
史
的
段
階
で
は
、
国
民 

経
_

意
義
に
於
て
と
一

K

う
の
は
、
資
本
主
義
的r

帝
国
主
義
的
生
産
性
を 

持
つ——

資
本
主
義
経
済
の
帝
国
、
3£
,義
的
発
展
を
促
進
す
る
に
|

的
に
役
立 

つ
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
ヮ
グ
：ナ
ァ
.は
国
民
の
.発
展
的
^
^||

と
予
防
主
義
を
：
 

根
拠
と
し
て
軍■

の
増

-±
|

軍
$

を
根
幹
と
：す
る
国
家
経
費
の
膨
脹
を_
 

是
認
す
る
。
 

:

,

 

ヮ
グ
ナ
ァ
の
租
税
原
則
論
に
於
げ
る
財
政̂

的̂
原
則
は
、
こ
の
箪
事
费
を 

根
拠
と
^
て
膨
脹
し
て
行
く
国
家
経
費
の
必
要
に
対
し
て

「

充
分
に
.

」

、
.，

「

可
動 

的

(

弹
ガ
的)

£
、
.租
税
取
入
を
?
達
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
。ー
' ヮ

グ
ナ
ァ
は

昭
和
苹
代
始
期.の
財
政
学
の
：転
換
過
程
に
於
ける，
若
千
の
疑
問
•

こ
の
財
政
政
策
的
原
則
に
最
優
先
順
位
を
置
い
て
い
る
。
国
民
経
済
的
原
則
は 

.

.税
源
と
税
種
の'選
択
を
誤
ら
ず
に
、
資
本
主
義
経
済
の
発
展
を
妨
げ
な
い
こ
と 

.

を
要
求
し
て
い
：る
。
ヮ
グ
ナ
ァ
の
社
会1

的
租
税
1

の
要
求
は
、
.資
本
主 

.義
社
会
.の
発
展
の
過
程
に
於
て
也
ず
る
経1

.社
会
的
弊
害
をI

し
ま
た 

は
綴
和
し
て
、
資
本
主
義
経̂

#
会
の
発
展
を
円
滑
に
す
る:(
妨
げ
な
い
V
,よ 

う
に
ず
る
要
求
で
あ
る
。«7
メ
ナ
ァ
は
若
し
社
会

(

具
体
的
に
は
資
本
主
義
社 

会
>
の
内
部
か
ら
の
崩
壊
を
避
け
よ.う
と
す
れ
ば
社
会
的
財
政
政
策

——
社
会 

的
租
税
政
策
は.必
至
で
あ
り
妥
当
で
あ
る
と
強
調
ず
る。V 

.，
従

？
て
私
は
ヮ
グ
ナ
プ
が
提
示
し
た
租
税
原
則
め
優
先
順
位
の
問
題
に
.関
し 

て
、
：井
藤
教
授.の
解
釈
と
は
異
な
っ
て
、
財
政
政
策
的
原
則
と
国
民
経
済
的
原 

則
に
.関
す
る
問
題
で
あ
る
と
考
え
た
。
ヮ
グ
ナ
ァ
が
国
家
経
費
の
資
本
主
義
経 

済
的
生
産
性
を
認
め
る
根
本
観
念
か
ら
み
て
、
財
政
政
策
的
原
則
：に
優
位
を
認 

め
る
。
そ
.の
積
極
的
.な
役
割
の
実
現
を
出
来
る
限
り
妨
げ
な
い
よ
う
に
す
る
消 

極
的
な
役
割
に
於
て
、
国
民
経
済
的
原
則
が
示
す
要
求
は
財
政
政
策
的
原
則
が 

示

す

要

求

の

下

'位

に

在

る

も

の

と

認

む

べ

き

で

あ
る
と
思
う
。
ま
た
国
民
経
済 

バ
資
本
主
義
経
济

)

の
発
展
を
妨
げ
な
い
夂
う
忙
経
籠
.
社
会
的
摩
擦
ま
た 

は
弊
害
を
除
去
す
る.一
つ
の
手
段
と
し
て
、，
社
会
政
策
的
租
税
の
役
割
が
あ
る 

も
の
と
思
う
。
従
っ
て
：ヮ
グ
ナ7
の
い
う
社
会
政
策
的
瓶
税
政
策
の
要
求
に
関 

す
る
限
り
に
於
て
はV
.
.そ
れ
は
国
民
経
済
的
，原
則
の
要
求
に
包
含
し
て
よ
い
も 

:

の
：
と

思

う

。
、
私

は

井

藤

教

授

の

解

釈

の

：よ

欠

に

ヮ

グ

ナ

ァ

め

国

民

経

済

的

原

則 

，.の
：

「

正
し
い
.税
種

の

：
選

迟
.を
：番
の
原
則
に
包
摂
す
べ
き
も
の
と
し
な
い
で
へ 

■■
艇i

、

“公
IE
:
の
.原
麟k

含
ま
れ
る
社
会
藥
的
課
税
：の
：要
求
%
麗

馨

的

原

パ

■

•—
*
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則
に
包
摂
さ
る
ベ
き
も
の
と
考
え
た
の
で
あ
る

(

ヮ
グ
ナ
ァ
が
歴
史
的
相
対
的 

な
も
の
だ
と
い
う
課
税
の
普
遍
，•
平
等
の
要
求
を
内
容
と
す
る
公
正
の
原
則
な 

る
も
の
は
、.租
税
^

^
の
決
定
に
と
ら
で
の-^
畠
で
あ
-っ
て
、
課
税
諸
原
則
の 

優
先
顺
位
の
問
題
に
な
ら
な
い

)

。

そ
し
て
、
税
務
行
政
上
の
原
則
は
、
租
税

. 

収
入
の
調
達
の
た
め
に、
，' い
か
な
る
税
源
と
結'び

つ

け

よ

ぅ

と

す

る

か

。

従

.
っ 

て
い
か
な
る
形
態
の
租
税

(
税
種)

'を
通
じV

結
び
つ
け
よ
ぅ
と
す'る

か

、
.
そ 

の
税
源
と
税
種
の
選
択
に
よ
っ
て
租㈣

m
収
に
於
け
る
_
牲
を
最
少
な
ら
し
め 

よ
.

TV

と
す
る
技
術
的
条
件
を
示
し
て
い
る
も
の
と
藤
釈
す
る
よ
ぅ
に
な

：-
た
。

大
正
年
代
末
.か
ら
昭
和
年
代
始
期
に
か
け
て
、
先
進
諸
学
者
の
著
作
に
よ
っ 

て
教
え
ら
れ
て
行
っ
た
過
私
に
於
て
生
じ
た
疑
問
は
、
，

こ
と
に提
示
し
た
三
つ 

の
課
題
の
み
で
は
な
い
。
な
お
い
く
つ
か
の
疑
問
が
あ
っ
た
。
：
し
か
し
、
と
の 

三
.つ
の
課
題
で
十'ら
も

,
一
 
九
五
〇
年
代
の
財
政
学
に
於
て
完
全
に
理
解
さ
れ 

て
い
る
と
は
断
言
し
揭
な
い。

. 

:

:

五
、

ヶ
ィ
ン
ズ
理
論
導
入
の
径
路
に
つ
い
て

昭
擊
代
始
期
の
前
記
の
先
進
諸
学
者
の
著
作
に
続
い
て
、
一
九
三
〇
年
代 

後
期
か
ら
四
〇
年
代
に
か
け
て
刊
行
さ
れ
た
財
政
学
書
で
、
特
に
私
が
興
味
を

. 

も
っ
て
読
ん
だ
の
は
、
安
藤
春
夫
著

「

国
家
経
済
と
公i

济」
c

昭
和
十
一 

年)

、
島
恭
彦
著
.「

近
仳
租
税
思
想
史」(

昭
科
十
三
年)

、
青
木
得
三
•
山
ロ 

忠
夫
共
著「

国
家
経
済
と
国
民
経
済

」
(

昭
和
十
六
年)

、
松
野
賢
吾
著「

租
税
，
 

転
嫁
論」

(

昭
和
十
八
年)

、
：
永
阳
淸
著「

現
代
財
政
学
の
理
論

」

：

(

昭
和
十
二 

年)

ぉ
ょ
び「

財
政
学
の
展
開」(

昭
和
十
七
5

な
ど
で
ぁ
ン
た
。
こ
れ
ら
の

. 

一
四
.(

六
八
四)

’諸
著
作
の
う
ち
で
も、
' 殊
.fc
安

藤

教

授

の

，
公

債

負

担

転

嫁

論

、

：

青

木

博

士

，
山 

ロ
教
授
の
国
家
経
費
：の
理
論
的
分
析
、

：

松
野
教
授
CD
'
.租
^
®嫁
動
態
理
論
、
鳥 

教
授
の
近
世
初
期
に
於
け
る
英
仏
の
租
税
思
輝
の
発
展
な
ど
の
優
れ
.た
研
究
に 

ょ

っ

：
て

教

え

ら

れ

る

所

が

多

か

っ

た

。
永

田

双

罾

は

：

「

財

政

の

本

質

は

配

©'
概 

•念
で
あ
る」

と
い
う(

財
政
学
の
展
開
、'
一
一
頁
.

)

。

'.
.

•

こ
れ
ら
'の
i

日
に提
示
さ
れ
て
い
る
課
題
は
、.現
在
の
財
政
学
研
究
者
も
関. 

心
：を
持
つ
ベ
き
も
の
で
あ
る
が
、
現
代
財
政
学
の
前
提
段
，階
の
回
顧
と
し
て
特 

.に
記
し
て
置
.か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
こ
と
は
、
ケ
イ
ン
ズ
の

「

雇
用• 

利
子
*
貨
幣
のr

般
理
論」

CT.

九
三
六
年)

の
新
し
い
理
論
の
影
響
が
、
い
か 

な
る
径
路
を
通
じ
て
、ぃ
か
な
る
形
態
で
、
日
本
の
財
政
学
に
最
も
早
く
現
わ 

れ
た
か
と
云
う
こ
と
で
あ
る
。
前
記
の
諸
著
作
に
於
て
は
、
ケ
イ
ン
ズ
の

「

一
 

般
理
論」

お
ょ
び
ハ
ン
セ
ン.の「

財
政
政
策
と
景
気
循
環

」

ハ
ー
九
四
--
-
年)

は 

引
用
さ
れ
て
い
な
い
。
と
こ
ろ.が
、
ケ
イ
ンx

の

.

「

一
般
理
論」

を
採
り
入
れ 

て
い
る
ド
イ
ツ
の
 

Z
a
c
h
m
a
n
n
,

 V
o
l
k
s wirtschaftliche Theorie des 

staatskredits(193s)

が
、
永
田
教
授
の「

財
政
学
の
展
開」

(

第
十
二
章
、

公
債
論
の
：1:
1つ
の
型)

に
引
用
さ
れ
て
い
る,°
そ
こ
で
ケ
イ
ン
ズ
の

「
j

於
理

論」

の
影
響
が
日
本
の
財
政
学
書
に
最
も
早
く
現
わ
れ
た
の
は
、

(

一

に

ケ
イ
ソ
ズ
か
ら
で
は
な
く
ま
た

(

ー
ー

)

.ハ'ン
セ
ン
を
逋
じ
て
で
も
な
く
ご
ー
ー

)

ド
イ

V

ツ
の
ツ
ア
ハ
マ
ン
の
公
債
論
を
通
じ
.て
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

(

昭
和
年
代
始
期
の
日
本
の
財
政
学
の
転
换
過
程
の
回
顧
に
つ
い
て
、
詳
し
く 

は
、
前
記
、
慶
応
義
塾
創
立
西
年
紀
念
論
文
集

「

日
本
に
於
け
る
経
济
学
の
西 

年
の
歩
み

」

下
巻
に
所
載
の
拙
槁
を
参
照
さ
れ
た
い

。)

L
i
b
e
r
i

 

h
o
m

i
n

e
s

,

 

c
e

n
t

e
n

a

 

e
t

 

c
e
n
t
e
n
a
r
l
u
s
.

十
九
世
紀
の
自
由
思
想
の
産
物
と
し
て
の

H
u
n
d
e
r
t
s
c
h
a
f
t

の
古
典
理 

論
に
対
し
て
国
制
史
の
上
で
著
し
い
転
換
が
起
っ
て
い
る
こ
と
は
す
で
に
く
り

-
 

か
え
し
紹
介
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
よ
ぅ
な
古
§
¥

説

批

判

の

契

機

と

な

.
っ
た
ゲ 

ル
マ
ン
部
族
法
典
の
自
由
入

(ingenu.us

丨

der 

g
e
w

o:hnIiche 

Freie 

Oder V
o
l
i
f
r
e
i
e
)

か
ら
区
別
さ
れ
る
力
ロ
リ
ン
グ
時
代
の
い
わ
ゆ
る
国
王 

尚

由
人(

K

o:n
i
g
s
f
r
e
i
e
n
)

に
つ
い
て
はliberi 

homines, 

franci, 

franci 

laargildi, 

a
r
i
m
a
n
n
i

 

等
の
名
称
で
ヵ
ロ 
リ
ン
グ
時 

代
の
勅
令(capituiaria)

そ
の
他
の
記
録
に
屢t
み
ぅ
け
ら
れ
る
。

し
か.
 

し
之
等
の
自
由
人
は
い
わ
ゆ
る
王
料
地

asci, 

F
i
s
k
a
u
a
n
d
)

の
み
で
な
く
、
 

ヵ
ロ
リ
ン
グ
時
代
の
国
王
都
市

C
K

OIn
i
g
s
b
u
r
g
e
n
v

で

もm
e
r
c
a
t
o
r
e
s

 

regis 

(

固
王
商
人〕

と
し
で
国
王
の
庇
護

(w

o:n
i
g
s
n
m
n
t
)

の
^ -

と
で
、
 

M
u
n
t
m
a
r
m

 (
M
u
n
t
l
t
n
g
)

の
書
状
に
よ
る
特
権
を
与
え
ら
れ
て
い
た
。
、
国 

王
商
人
は
そ
の
よ
ぅ
な
庇
護
に
対
し
て
定
期
的
な
貢
納
を
国
庫
に
納
め
ね
ば
な

、
 

S

ら
な
か
っ
た
。
し
か
し

b
u
r
g
u
s

 

(civitasv r
e
g
n
i
.

に
接
続
し
たBe

r
— 

catoxes regis'

の
住
む
.

W
i
k

内
の
共
同
体(coniuratiov:

形
成
に
つ

L
l
b

tDri 
げ

0.日 ines, 

c
e
n
t
e
n
a

.
 

ec+

>

-

宇

/

尾

.

野

■

久
'

. 

■
,
 

.

(

4)

い
て
は
力
ロ
リ
ン
グ
期
に
お
い
て
は
何
も
述
べ
得
な
い
。
之
等
の
国
王
商
人
は 

.

.
自
由人
と
し
.て
、
伯
ま
た
は
ヴ’ィ
ク伯
の
高
級
裁
判
に
服
し
て
い
た
。

A
,

 Dopsch, 

H
.

 D
a
l
m
e
&
a
u
e
r
,

 

"W. S
c
H
e
s
i
n
g
e
r
,

 

F. stein- 

I
D
a
c
r
T
h
.

 M
a
y
e
r
,

 

K
;

 

V
e
r
h
e
i
a

等
に
よ
つ
て
私
的
支
配
の
も
と
に
あ 

る H
v
e
u
l
r

へ

i 
と
区
別
さ
れ
た 2| げ

肖
|. h

o
m
i
n
e
s

 (bargiHi, a
r
imalmi) 

2-
取
初
の
条
件
と
み
な'さ
れ
て
い
る
王
料
地
居
住
の
範
囲
は
、
若

し

H. 

P
l
a
n
l
t
z

が
正
し
い
と
す
る
と
そ
し
て

m
e
r
c
a
t
o
r
e

-wr
e
g
i
s

が

liberi 

h
o
m
i
n
e
s
.

の
広
義
の
力
'テ
ゴ
リ
I
に
含
ま
れ
る
と
す
る
と
、
王
の

ourtis 

(
H
o
f
)

や
境
界
地
ま
た
は
開
璧
她
の
み
な
ら
ず
、
国
王
め
都
市
に
も
拡
大
さ 

れ
ね
ば
な
ら
な
い。
:

，

.
:

第
—一
に
右
の
条
件
が
成
立
す
る
と«.D

a
n
n
e
n
b
a
u
e
r

が
ヵ
ロ
リ
ン
グ 

時
代
の
軍
制
に
関
連
し
て
扱
っ
たk
o-
q
u .h

o
m
i
n
e
s

 (
K

o:nigsfre

s*n
)

の 

.

史
的
意
義
ば
.
£こ
に
著
1,
い
制
約
を
被
ゐ
さ
と
に
な
ろ
ぅ
。
な
ぜ
な
ら
こ
れ
ら 

のm
e
r
c
a
t
o
r
e
s

 regi

w.-

ゆ

-—
*
般
に
軍
^

#
仕
の
義
務
を
負
わ
ず
、
上
述
の 

.、定
期
貢
納
は
王
の.保
護
特
権
に
対
す.る
も
の
で
、
軍
役
免
除
の
対
価
で
は
な

-
一.
.五

，

(

六
八
五)

.


